
～やってやれないことはない～

グループホーム・土香里
井上真喜子

グループホーム・土香里の挑戦！
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ホームのばあちゃん達は
本当によく働きます。

家事
園芸

食欲

でも、何でもすぐにこなして
しまって、いつも家事の取り合
いになってしまう…
時間もたっぷりあるし、土香

里だけじゃもったいないなあ…
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自分のいつもの
掃除の場合

『しんどいのにいやだなあ・・・』
『誰か掃除してくれんかなあ・・・』

誰かのいつもの
掃除の場合

『忙しそうだから手伝ってあげようか
な。』
『喜んでもらえるかな。』

自分の仕事と思うと嫌でたまらないのに
なぜか人の仕事の場合は全然嫌じゃな
い！
ついつい、いつもよりきれいに掃除して
しまったりする。
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そうだ！！
施設の外に飛び出してみよう！
頼られるって素敵なこと。
誰かに喜んでもらいたい。
もっとたくさんの人に褒めてもらいたい。
たくさんの仲間を作ろう。
忙しいって嬉しいこと。
もっともっと人生を楽しもう。
諦めるのはまだ早い！
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5



GBV28
とは

• グループホーム・土香里の入居者主体のボラン
ティアの会である。

• お年寄りならだれでも会員になれる。

• 職員はあくまでお手伝い。黒子に徹する。

• 平成２８年発足。気持ちは永遠に２８歳！とい
う事での２８。（AKB48のパクリ）

• 掃除・洗濯・草引き・話し相手・イベントの手
伝い・サクラ・歌・繕い物などできることは何
でもOK。

• 会費は無料。活動費は検討中。
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まずは
ユニホームだ！

7



「ほしたらオレンジに決定や！」

8



できた！印刷料込みで
１，７８０円！安～い！！
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かしうさ（かしこまりうさぎ）

土香里は開設以来ずっとうざぎを
飼っている。今は、室内うさぎだが、
開設当初は小屋にも入れず自由に庭で
飼っていた。そのうち土香里の庭や畑
を好き放題にするだけじゃ飽き足らず、
ジャンジャン穴を掘って、土香里から
飛び出し、隣の畑へ行き、無農薬新鮮
野菜をいただくようになった。良いも
悪いも、ご近所との交流のきっかけを
つくってくれた。
そんなうさぎのように飛び出せ
GBV28！ 10



次は名刺だ！
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「生まれてはじめてじゃわい。」
「わーすごい。わたしの！？」

「ばーちゃんすごいの！偉なったもんじゃ。」
「私でも持ったことないよ。すごいねえ。」

本人の言葉

家族の言葉
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その次は
１００均だ！

13



「ほうきは枝が長い方がええな
腰が痛いけん。」

「あんた、お金あるん。ほんならついでに
お菓子とジュースも買おかな。」
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その次の次は
ちらしだ！

15



ユニホームと同じく
オレンジで作成！

さらにやる気が
でてきたぞ！ 16



よし、営業だ！

17



ひょんなことか
ら川柳友達もで
きました。

ま
た
来
て
ね

孫
の
喜
ぶ顔

み
た
い

近所のグループホームへごあいさつ

18



社会福祉協議会へごあいさつ

名刺とパンフレットを
渡してごあいさつ

19



活動開始！

20



とりあえずはご近所のゴミ拾いから

あっという間に終了！

21



地域の大型施設での落ち葉そうじ

まずは名刺を渡して
ごあいさつ

22



高校生とお友達になる。

「お礼のお手紙出そうかね」＾＾
23



認知症サポーター養成講座

「準備やら受付やら忙しいけ
ど、おもしろいなあ。」

24



認知症ケア専門士会お手伝い

「はよはよ、もう飴がないよ。
一個食べちゃろか。」

25



隣町のホスピスのお庭の草引き

「春になったら、ピーマンとトマト
植えに来ないかんなあ。」
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帰りにチキンラーメン号発見！！
ただ？！やったあー！ご褒美だ！

27



新聞の一面！

28



GBV28、会長・副会長に
聞いてみよう！

•ボランティアは楽しいですか？

•嫌だったりしんどかったりしたことはありました

か？

•長生きの秘訣は？
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活動してみて…その1

・ばあちゃんたちの手際のいいこと！

・ばあちゃんたちの本当に楽しそうなこと！

・ばあちゃんたちのよく食べよく寝る事！

・帰りにコスモスで買って食べた40円のアイスの

美味しかったこと！

・汗いっぱいかいたばあちゃんたちの顔のすがすが

しいこと！

・そんなばあちゃんたちを見た私たちも、すがすが

しい気持ちにさせてもらったこと！！

・日々の生活も抜群にやる気になってくれたこと！
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活動してみて…その2

・日々の業務が忙しく、なかなか活動できない

こと。

・入居者全員ができることではないこと。

・行った先の方が気をつかってしまうこと。

・「ケガをしたら…」と心配されてしまうこと。

・義務になってしまわないかと心配になること。
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今後の活動予定！
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・愛媛大学医学部構内の草引き。

・定期的に市内のグループホームへ訪問し、
交流をする。(会員の勧誘）

・会員交流会を開催する。

・近所のお一人暮らしのお年寄りのお宅訪問。
傾聴ボランティア。

・土香里→伊予市→中予→愛媛県→四国
→日本→世界へと拡大！！

・雑巾やコースターを伊予市内の幼稚園や
学校等にプレゼント。
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その他の楽しい社会参加

土香里では、地域で楽しそうなことがあれば、

地域の一員として、積極的に参加しています。

ほとんどのイベントは、無料か格安で参加でき

ます。一緒に参加した職員も楽しんでいます。

介護保険サービスを使うことだけに固執せず、

世間をみわたせば、楽しい社会資源はいくらで

もあります。つかわにゃ損損！
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地域のサロン(ランチ３００円）
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地域の小学校での観劇
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歌声喫茶（飲み放題1,000円）

37



ＲＡＮ伴に参加
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近くの特養のお祭り

39



料理教室(無料）
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「転倒のリスクが高く、歩くのは無理でしょう。嚥下
障害があるのでミキサー食でお願いします。」と老人保
健施設から車いすで入居されたAさん。

自由に歩きたいだけ歩き、食べたいものを食べている
うちに、普通に歩行もでき、今は自宅に帰ってご家族と
暮らしている。年に１回地方祭では元気な姿をお見掛け
する。

・Aさんの場合(要介護３→要介護1）
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「夜も寝ないし、毎日大声で叫んでいます。転倒のリ
スクが高いのに立ち上がって困っています。お食事もで
きません。」と退院を急かされて、泣きながら相談に来
られたご家族。入居時には、よだれが出るほど精神薬を
たくさん飲んでいた。

精神薬を調整し、自由になんでもしてもらっているう
ちに、ぐんぐんよくなり、自分で歩き、食事も入浴もト
イレもほぼ自立。夜も朝までぐっすり休み、大声を出す
こともなくなり、他者との交流もできるようになった。

・Bさんの場合(要介護5→要介護1）
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車椅子で入居され「こんなとこに来るなんか聞いてな
い！家へ帰る！」と言って一日中怒っていたCさん。

洗濯物たたみ、食材きり、裾上げなど、退屈にならない
ように何でもお願いしてみると、何でも上手に手早くで
きる。そのうち、帰宅願望は一切なくなり、今では、土
香里にいなくては、業務に支障が出るほどの人物になっ
て職員に頼られている。退屈は敵である。

・Cさんの場合(要介護４→要支援1）
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『してあげよう。』より『してもらおう。』

・自分も楽ちん！
・入居者も楽しい！
・家族も嬉しい！
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これからが、私たちの本当のチャレンジ！
どんどん広げてグループホーム革命だ！

虹
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ご清聴ありがとうございました。
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